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<教育長報告資料>

【教育委員会表彰】
0学校文化活動等表彰 (個人)

0学校文化活動等表彰 (団体 )

令和 4年度長崎県教育委員会表彰被表彰者の追加一覧

整理
番号

氏名 ふりんミな 学年 学校名 功績の概要 推薦元

追加 1 小野 朱音
おの
かね
あ
高 1
長崎県立長崎北
陽台高等学校

0第46回全九州高等学校音楽コンクール
木管楽器部門(フルート)金賞(グランプリ)
【主催:九州高等学校音楽教育研究会】

校長

挺豊カロ2 藤永 龍人
心、じなが
りゅうと

高 3
長崎県立佐世
保北高等学校

0第 9回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会
準グランドチヤンプ本 (準優勝相当)
【主催 :活字文化推進会議 読売新聞社】

検長

追加3 古賀 美希
こが み
き

高 1
長崎県立諫早
高等学校

0第44回九州高検放送コンテスト佐賀大会
アナウンス部門 優勝
【主催 :九州高等学校文化連盟ほか】

検長

追加4
バンゲービーン
新愛

ばんだ一
ぴ一ん
にいな

高 2 青雲高等学校
●第72回九州高等学校弁論大会佐賀大会
最優秀賞
【主催 :九州高等学校文化連盟ほか】

検長

理
号
整
番

団体名 功績の概要 推薦元

追加 1
長崎県立諌早商業高等学校 放
送部

0第44回九州高校放送コンテスト佐賀大会
テレビ番組部門 優勝
【主催 :九州高等学校文化連盟ほか】

校長

…
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5教 総 第 95号
令 和 5年 2月 6日

長崎県知事  様

長崎県教育委員会教育長
強
戸

令和 5年 2月 定例会に提出される議案に姑する教育委員会の意見について

令和 5年 2月 3日 付 け 4財第 44号 で意見の聴取を求め られた下記の議案等

については、作成されて差し支えありません。

記

O令和 5年度長崎県一般会計予算のうち関係部分

O令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 14号)の うち関係部分

O令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 15号)の うち関係部分 t

O市町村立学校県費負担教職員定数条例及び県立学校職員定数条例の一部を改正する条例

O県立高等学校等条例の一部を改正する条例
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4財 第 44号
令和 5年 2(月 3日

長崎県教育委員会教育長  様

長崎県知事 大石 賢吾

議案に対する教育委員会の意見の聴取について

下記のとおり、県議会に教育委員会関係議案を提出する予定ですので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律 (昭和 31年法律第 162号 )第 29条の規定により貴委員
会の意見を求めます。

記

1 議案名等

〇令和 5年度長崎県一般会計予算のうち関係部分

○令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 14号)の うち関係部分
O令和 4年度長崎県一般会計補正予算 (第 15号)の うち関係部分
O市町村立学校県費負担教職員定数条例及び県立学校職員定数条例の一部を改正

する条例

○県立高等学校等条例の一部を改正する条例

2 上程県議会

令和 5年 2月 定例会
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令和５年２月議会教育委員会関係議案説明資料

                                 

〇令和５年度長崎県一般会計予算のうち関係部分          別紙１

〇令和４年度長崎県一般会計補正予算（第１４号）のうち関係部分  別紙２

〇令和４年度長崎県一般会計補正予算（第１５号）のうち関係部分  別紙３

〇市町村立学校県費負担教職員定数条例及び県立学校職員定数条例の

一部を改正する条例                      別紙４

〇県立高等学校等条例の一部を改正する条例            別紙５

【その他】

○第１８０条専決事項報告                    別紙６

参考資料



○特別職職員・事務局職員給与費  （社会教育、

保健体育関係職員を除く）及び退職手当費

○教育情報基盤整備事業費 168,660

○教職員福利厚生費 142,649

○児童手当費（事務費含む） 609,878

○教育施設等保全点検費 135,836

○校舎等整備費（高校） 1,681,445

○施設整備費（特支）　［校地65,617　校舎100,319］ 165,936

○情報機器整備事業費 96,890

○学校運営費（高校） 1,738,323

○学校運営費（特支） 826,917

○公立高等学校等就学支援費 2,258,792

○公立高校等奨学給付金事業費 402,520

○教職員給与費及び教職員退職手当費 107,204,269

（114,905,789） （△6,483,590）

〇長崎っ子が輝く！学校応援プロジェクト事業費 19,785

○教科等教育指導費 9,387

○教員研修費 9,454

○長崎県学力調査実施事業費 4,581

○児童生徒の学力向上のための非常勤講師等配置支援事業費 22,317

〇長崎県「学びの活性化」プロジェクト事業費 3,130

〇「Believe You Can」英語発信力強化事業費 4,720

〇小中高が一体となったふるさと教育推進事業 8,884

○小学校管理費 189,671

○中学校管理費 95,990

○人事管理事務費 25,673

○高校生の離島留学推進事業 51,055

○教科等教育指導費 37,757

○教育の情報化推進プロジェクト【拡】 60,708

○遠隔授業配信センター設置準備事業【新】 26,310

○高校・地域連携イキイキ活性化事業【新】 13,555

○外国語指導助手招致費 231,937

○障害のある子どもの医療サポート事業 64,477

○高等学校運営費 178,344

○障害のある子どもの活躍応援事業【新】 13,385

30,348 807,765高 校 教 育 課 1,008,450 93,937 76,400
943,953 64,497

（958,978） （49472）

義 務 教 育 課 384,399 100,620 283,779

114,905,789 △ 6,483,590教 職 員 課 108,422,199

（362,986） （21,413）
358,884 25,515

1,188,159

教育環境整備課 8,259,765 2,567,408 1,770,100 772,178

84,964,331

総 務 課 2,298,000 5,596

20,934,271 2,523,597

(2,330,368)
△ 32,368
（△32,368）

3,150,079

2,330,368

（△151,582）

そ の 他 一 般 財 源

7,405,175 854,590
（8,411,347）

県 債

2,292,404

令　和　５　年　度　当　初　予　算（案）　一　覧
（単位：千円）　教育委員会

課　       名
令和５年度
当初予算（案）

令和４年度
当初予算
（　）は肉付後

比　　較
（　）は肉付後比

較

当　初　予　算　額　の　財　源　内　訳
当　初　予　算　（案）　の　主　な　内　容

国庫支出金

別 紙 １



そ の 他 一 般 財 源県 債
課　       名

令和５年度
当初予算（案）

令和４年度
当初予算
（　）は肉付後

比　　較
（　）は肉付後比

較

当　初　予　算　額　の　財　源　内　訳
当　初　予　算　（案）　の　主　な　内　容

国庫支出金

○スクールカウンセラー活用事業費 208,913

○スクールソーシャルワーカー活用事業費 63,641
（300,025） （6,010） ●未来へつなぐ「確かな一歩」推進事業 6,739

○社会教育関係職員給与費 648,347

〇社会教育振興促進費 25,541

〇しまのリーダーチャレンジ事業費 1,482

○青少年教育施設（5施設）運営費 209,950

○青少年教育施設等改修費 77,813

○運営維持管理費 91,514
●地域で育む子どもの未来！！文化環境整備推進事業費 29,259
○文化財調査管理費 261,059
○重要遺跡情報保存活用事業費 27,584
○埋蔵文化財センター管理運営費 149,498
〇「しまの遺跡の魅力」探求事業費 13,764
○対馬歴史研究センター管理運営費 50,095
〇宗家文書修復事業費 20,014

○保健体育関係職員給与費 180,138

○学校給食実施費 265,894

○学校保健研究推進費 200,335

〇児童生徒健康管理費 49,733

○学校体育大会費 48,572

●地域で育む子どもの未来!!スポーツ環境整備推進事業費 56,781

〇全国高総体北部九州ブロック開催準備費 80,712

○競技力向上特別対策費 154,223

○競技力向上特別対策重点強化事業費 17,417

○国民体育大会費 138,940

○県立体育施設管理運営費 552,477

（備考）

124,323,119 129,945,655 △ 5,622,536 23,877,970 4,771,697 1,463,595 94,209,857 ●：新規・拡充事業
(131,022,897) (△6,699,778)

給 与 費 109,220,913 115,676,745 △ 6,455,832

(115,676,745) (△ 6,455,832)
( 肉 付後構成
比 )

(87.85%) (88.29%)

行 政 経 費 15,102,206 14,268,910 833,296

(15,346,152) △ 243,946
( 肉 付後構成
比 )

(12.15%) (11.71%)

751,499,376 751,009,612 489,764

計
の
内
訳

県計②

体 育 保 健 課 1,779,270 14,632 255,9001,845,074
（1,845,074）

△ 65,804
（△65,804）

生 涯 学 習 課 1,287,946

527,476 981,262

計

1,188,239 99,707

670,389
（670,389）学 芸 文 化 課 577,055 45,612 77,500 17,848 436,095（△93,334）

△ 93,334

14,736 68,200
（1,237,941） （50,005）

115,745 1,089,265

297,784 8,251児童生徒支援課 306,035 101,158 204,877



（新）高校・地域連携イキイキ活性化事業費

○「地域の子どもを地域で育てる」気運を地域と高校が一体となって醸成し、地元高等学校
が担う役割を地域と共有し、社会に開かれた魅力ある学校を実現

事業の目的

事業の概要

【高校教育課 予算額13,555千円】

県と市町で「高校・地域連携コンソーシアム」を設置し、地域創生の核としての県立高校の機能強化
（魅力化）を図る。

「社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
と
高
校
魅
力
化
」（県
教
委
）

「高
校
を
核
と
し
た
地
域
創
生
」
（市
町
）

教育的機能

●魅力ある教育課程の編成
●地域課題解決型学習の推進
・スクールビジネスの計画・実施
・起業家精神の育成
・産業人材の育成

＜県における支援体制＞
①学校魅力化支援員（県職員）
既存の定数内で対応

②統括アドバイザー契約
（先進事例提供等の知見を活用）
③地域アドバイザー契約
（対象校に対する伴走支援）
④教育活動の魅力化のための学校活動費

地域創生的機能

●高校生と住民との協働によるまちづくり
●地元企業と学校との連携推進
●スポーツの振興企画等の立案
●域外生徒向け住環境の整備 など

＜市町における支援体制＞
①担当する窓口を設置
②地域おこし協力隊等の採用
（※高校を核とした地方創生をミッションに）

「高校・地域連携コンソーシアム」

○地域創生の核としての高校の機能強化 ○地域を分厚く支える人材の育成
○企業や大学との連携 ○自走のための外部資源獲得検討

スタート
アップ
支援

マンパワー支援

＜県分＞ ＜市町分＞

20

Administrator
テキストボックス
１



（新）小中高が一体となったふるさと教育推進事業費

○小・中・高の一貫性・系統性のあるふるさと教育のカリキュラムを構築し、将来、ふるさと
の未来を担う人材を育成

事業の目的

事業の概要

【義務教育課 予算額8,884千円】

１．「ふるさと学」モデルカリキュラム開発研究

➢ 5市町に研究指定校を設け、各地域の魅力
について小学校から高校まで一貫性・系統
性をもって学ぶカリキュラムを研究

２．「ふるさと学」推進協議会

➢ 研究指定校の研究内容について協議・支援

➢ 研究指定校の成果発表の場として開催
⇒映像教材を作成し、県内小・中・高校の
授業で活用

３．「ふるさと学」シンポジウム

４．「ふるさとながさきフォーラム」

➢ 県内出身の著名人を招き、「ふるさとのため
➢ にできること」をテーマに講演
➢ ⇒映像教材を作成し、県内小・中・
➢ 高校の授業で活用

19

Administrator
テキストボックス
２



（新）遠隔授業配信センター開設準備事業費

○ＩＣＴ環境の活用で小規模校の生徒に多様な学びを提供するため、令和７年度の「長崎県
遠隔授業配信センター（仮称）」開設に向けた取組を実施

事業の目的

事業の概要

【高校教育課 予算額26,310千円】

➢ 学校の小規模化が急速に進行しており、
多様な科目開設が困難な状況となってき
ている

現状

目指す姿

➢ 地域や学校規模にかかわらず、質の高い
教育が可能

➢ 小規模校でも、1人1台端末等を活用した
他校とのオンライン交流、グループ学習等、
協働的な学びが可能

➢ 個に応じた学びと主体的な学びの実現

令和７年度の開設に向けて、機器の整備、配信試行、教材の調整等を実施。

15

Administrator
テキストボックス
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（新）障害のある子供の活躍応援事業費
（新）未来へつなぐ「確かな一歩」推進事業費
（新）しまのリーダーチャレンジ事業費

○長崎ならではの文化・スポーツ・自然環境・施設等を活かし、多様な学びや体験の場を創
出し、様々な事情を抱える児童生徒の支援体制の充実を図る

事業の目的

事業の概要

【特別支援教育課 予算額13,385千円】

不登校児童生徒向け体験活動

➢ 不登校児童生徒の自己肯定感を高め、将来
の社会的自立に繋げるため、本県ならでは
の文化・スポーツ・自然環境を活かした様々
な体験活動を提供

離島の児童向け体験活動

➢ 特別支援学校生徒向けのキャリア教育に
取り組むとともに、スポーツのイベントや体
験活動を通して企業等との相互理解を深
め、新たな職域への就労の可能性を広げ
る取組を推進

【児童生徒支援課 予算額6,739千円】
【生涯学習課 予算額1,482千円】

➢ 離島の小学生を対象に、本県を代表する企
業や施設への訪問、参加者同士の「意見交
換会」等を通して、本県の魅力を実感させ、
ふるさとを担っていくリーダー意識を醸成

特別支援学校生徒向け体験活動

21

Administrator
テキストボックス
４



（新）長崎っ子が輝く！学校応援プロジェクト事業費

○学校スタッフマッチングシステムの構築や学校の魅力発信により、教員や学校に関わる
人材を確保するとともに、学校を応援する気運を県内に広げることで、子どもたちが健や
かに成長するための教育環境を整備

事業の目的

事業の概要

【義務教育課 予算額19,785千円】

１．教職の魅力化作戦会議

➢ 働き方改革の推進、資質・能力の向上、教員
の魅力発信等について、有識者からの提言
や支援を受ける

２．学校スタッフマッチングシステム

➢ 臨時的任用職員、スクール・サポート・スタッ
フ、学習支援員、部活動指導員など、学校で
必要としている多様な人材を掘り起こすため
のマッチングシステムを構築

３．教職の魅力発信

➢ 教職の魅力を広く県民に発信し、人材確保、
働き方改革のさらなる推進を図る

18

Administrator
テキストボックス
５



地域で育む子どもの未来！！文化環境整備推進事業費
地域で育む子どもの未来！！スポーツ環境整備推進事業費

○市町との連携による長崎モデルの構築や移行支援コーディネーターの配置、民間・大学・
地域との連携などにより、休日の部活動の地域移行を推進

事業の目的

事業の概要

⇒公立中学校における休日の部活動を、
地域のスポーツクラブや文化団体等へ
移行することで、子どもたちがスポーツ・
芸術に親しむ機会の確保と教員の働き
方改革の両方を実現

【学芸文化課 予算額29,259千円】
【体育保健課 予算額56,781千円】

➢ 県総括コーディネーター配置
➢ 市町地域移行協議会の設置
➢ 市町における地域移行モデル実証事業
➢ 地域指導者養成講習
➢ 部活動指導員配置

地域移行に向けた体制整備・実証事業

22
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（新）「Believe You Can」英語発信力強化事業費

○グローバル化する社会で必要な児童生徒の英語発信力強化に主眼を置き、先進モデル
校の設置や教員研修等を実施することにより、国際社会で活躍できる人材を育成

事業の目的

事業の概要

【義務教育課 予算額4,720千円】

１．先進モデル校における研究実践

➢ 世界とつながる教育を実施するモデル校を
指定し、英語発信力強化に係る取組を実践・
検証することで、県内各市町へ展開

２．ゲスト講師による特別授業

➢ 世界で活躍する方をゲストに招き、中学生を
対象に特別授業を実施

⇒映像教材を作成し、県内小・中・高校の
授業で活用

➢ 各市町の小中学生の代表者によるスピーチ
コンテストを開催

３．イングリッシュ・スピーチコンテスト

４．教員の指導力・英語力の向上

➢ グローバル人材育成協議会を設置し、県
内の英語教育関係者の連携を図る

➢ 小中学校教員向けの研修を実施
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○教育行政費 △ 7,690
○教育情報基盤整備事業費 △ 4,723
○教職員福利厚生費 △ 6,170
○児童手当費 △ 18,103
○公立高校等奨学給付金 △ 77,426
○公立高等学校等就学支援費 △ 104,935
○全日制運営費（運営） 52,968
○校舎等整備費（高校） △ 148,418
○高度情報教育環境整備事業費 198,885
○施設整備費（特支） △ 273,345
○教職員退職手当 △ 36,538
○事務・現業業務職員等経費 △ 22,693
○教職員給与費（小・中・高・特：過不足調整） △ 273,674
○教職員旅費（小・中・高・特） △ 138,840
○教員研修費 △ 358
○小学校管理費 △ 15,528
○中学校管理費 △ 13,162
○人事管理事務費 △ 1,800
○高校生の離島留学推進事業費 △ 4,760
○教育の情報化推進プロジェクト △ 1,200
○外国語指導助手等招致費 △ 15,594
○教員研修費 △ 2,580
○管理運営費 △ 1,150
○教職員旅費（高校） △ 1,596
○スクールカウンセラー活用事業 △ 3,678
○スクールソーシャルワーカー活用事業 △ 1,120
○教育相談事業 △ 2,030
○職員給与費 △ 2,517
〇持続可能な地域づくりを進める地域学校協働活動推進事業△ 7,919
〇ながさきデジタルライブラリー事業 △ 2,386
〇運営維持管理費（郷土課） △ 11,932
○文化財調査管理費 △ 88,580
○重要遺跡情報保存活用事業費 △ 8,924
○「しまの遺跡の魅力」探求事業費 △ 5,807
○学校保健推進費 △ 83,442
○スポーツ振興費 △ 10,407
○体育施設管理運営費 △ 39,913

132,129,413 △ 1,303,988 130,825,425 △ 320,322 △ 630,000 △ 91,196 △ 262,470

給 与 費 115,513,211 △ 312,102 115,201,109

（ 構 成 比 ） (87.4%) (23.9%) (88.1%)

行 政 経 費 16,616,202 △ 991,886 15,624,316

（ 構 成 比 ） (12.6%) (76.1%) (11.9%)

△ 5,276児童生徒支援課 300,025 △ 8,016 292,009 △ 2,740

△ 11,554 1,141

100 △ 25,541

生 涯 学 習 課 1,249,080 △ 31,190 1,217,890 △ 5,767 △ 1,300

義 務 教 育 課 362,986 △ 30,029 332,957 △ 4,588

計

計
の
内
訳

体 育 保 健 課 1,855,725 △ 140,151 1,715,574 △ 84,838 △ 44,900

学 芸 文 化 課 670,389 △ 110,585 559,804 △ 9,262 △ 72,200 △ 4,986 △ 24,137

教 職 員 課 114,712,534 △ 472,145 114,240,389

高 校 教 育 課 958,978

△ 2,044 △ 22,079

△ 35,327 923,651

953

1,595 △ 33,334△ 2,588 △ 1,000

△ 78,304 △ 394,794

そ の 他 一 般 財 源

3,997 277,373

△ 2,621 △ 35,823総 務 課 2,349,024 △ 38,444 2,310,580

令　和　４　年　度　　２　月　補　正　予　算　一　覧
（単位：千円）　教育委員会

課　       名 補正前の額 補　正　額 補正後の額
補　正　額　の　財　源　内　訳

補　正　予　算　の　主　な　内　容
国庫支出金 県 債

教育環境整備課 9,670,672 △ 438,101 9,232,571 △ 208,871 △ 510,600

別 紙 ２



○全日制運営費（運営） 30,128

○佐世保青少年の天地運営費 256
〇世知原少年自然の家運営費 275

〇学校給食推進費 25,542
〇学校保健推進費 181,800
〇学校体育振興費 5,709

130,825,425 252,001 131,077,426 248,530 0 0 3,471

給 与 費 115,201,109 0 115,201,109

（ 構 成 比 ） (88.1%) (0.0%) (87.9%)

行 政 経 費 15,624,316 252,001 15,876,317

（ 構 成 比 ） (11.9%) (100.0%) (12.1%)

令　和　４　年　度　　２　月　（　経　済　対　策　）　補　正　予　算　一　覧
（単位：千円）　教育委員会

課　       名 補正前の額 補　正　額 補正後の額
補　正　額　の　財　源　内　訳

補　正　予　算　の　主　な　内　容
国庫支出金 県 債 そ の 他 一 般 財 源

総 務 課 2,310,580 2,310,580

教育環境整備課 9,232,571 30,128 9,262,699 30,128

教 職 員 課 114,240,389 114,240,389

義 務 教 育 課 332,957 332,957

高 校 教 育 課 923,651 923,651

児童生徒支援課 292,009 292,009

生 涯 学 習 課 1,217,890 531 1,218,421 531

2,940

学 芸 文 化 課 559,804 559,804

体 育 保 健 課 1,715,574 221,342 1,936,916 218,402

計

計
の
内
訳
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条 例 案

教職員課

件   名 要                              旨
議案書

の 頁

第２２号議案

市町村立学校県費負

担教職員定数条例及

び県立学校職員定数

条例の一部を改正す

る条例

１．改正要旨

  児童生徒数等により算定される教職員定数の増加に伴い、所要の改正をしようとする

もの

２．改正内容

条３２

区    分 ４年度 ５年度 増減

市町村立学校

県費負担教職員
小学校、中学校 ９，１３１人 ９，１６４人 ３３人

県立学校職員
中学校、高等学校 ２，７８３人 ２，７９９人 １６人

特別支援学校 １，２５３人 １，２５９人 ６人

合   計 １３，１６７人 １３，２２２人 ５５人

（増加の主な理由）

・小学校、中学校における特別支援学級数の増加及び小学校４学年における３５人学級編制の実施

  ・高等学校における文理探究科の新設、特別支援学校における児童生徒数の増加

３．施行日

  令和５年４月１日

別 紙 ４



条 例 案

特別支援教育課

件   名 要                              旨
議案書

の 頁

第２３号議案

県立高等学校等条例

の一部を改正する条

例

１．改正要旨

  「長崎県立鶴南特別支援学校時津分校」を本校化し、「長崎県立時和特別支援学校」

を設置することに伴い、所要の改正をしようとするもの。

２．改正内容

３．施行日

  令和６年４月１日

改  正  後 改  正  前
別表第１（第１条関係） 別表第１（第１条関係）

名 称 位 置

略

長崎県立鶴南特別

支援学校

略

長崎県立時和特別

支援学校

西彼杵郡時津町

略

名 称 位 置

略

長崎県立鶴南特別

支援学校

略

略

条３４

別 紙 ５



専 決 事 項

学芸文化課

件   名 要                              旨

第180条専決事項報

告

１ 令和４年９月18日、台風の影響により、大村市久原所在の県所有建造物の一部が飛散

し、隣接する民家の外壁等に損害を与えた事案につき、76万1,850円の損害賠償金を支

払うもの

別 紙 ６


